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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年6月29日(2017.6.29)

【公表番号】特表2016-523311(P2016-523311A)
【公表日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-047
【出願番号】特願2016-523776(P2016-523776)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  71/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/07     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   71/00     　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｌ   83/07     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/34     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/04     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月22日(2017.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　特許証のための上記の出願において引用された参考文献、特許、又は特許出願はいずれ
も、一貫した形で、背景技術のセクションに出てきたものを除いてその全体が、参照する
ことにより本明細書に組み込まれる。組み込まれた参考文献の一部と本出願の一部との間
に不一致又は矛盾がある場合、前述の説明の情報が優先されるものとする。前述の説明は
、特許請求する開示内容を当業者が実施することを可能にするためのものであり、本開示
の範囲を限定するものとして解釈されるべきではなく、本開示の範囲は特許請求の範囲及
びそのすべての等価物によって定義される。
本開示は以下も包含する。
［１］　官能化したフルオロポリエーテルであって、
　－Ｃ４Ｆ８Ｏ－、－Ｃ３Ｆ６Ｏ－、－Ｃ２Ｆ４Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、及びそれらを組み
合わせたものからなる群から選択される少なくとも１つの二価のモノマー単位を含むポリ
マー骨格鎖と、
　ポリマー骨格鎖の末端位置又はポリマー骨格鎖の末端位置に隣接する位置に結合する、
少なくとも１つの第１フリーラジカル反応性官能基であって：－Ｉ；－Ｂｒ；－Ｃｌ；－
ＣＮ；－Ｉ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、及び－ＣＮのうちの少なくとも１つを含有する一価の有機
基；及び一価の、フリーラジカル重合性で、エチレン性不飽和の有機基からなる群から選
択される少なくとも１つの第１フリーラジカル反応性官能基と、を含む、官能化したフル
オロポリエーテル；
　－Ｉ；－Ｂｒ；－Ｃｌ；－ＣＮ；－Ｉ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、及び－ＣＮのうちの少なくと
も１つを含有する一価の有機基；及び一価のフリーラジカル重合性で、エチレン性不飽和
の有機基からなる群から選択される少なくとも１つの第２フリーラジカル反応性官能基を
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含む、官能化したポリシロキサン；及び
　有効量のフリーラジカル硬化系、を含む、硬化性組成物。
［２］　充填剤を更に含む、上記態様１に記載の硬化性組成物。
［３］　前記充填剤が、珪酸塩充填剤、炭素充填剤、及びそれらを組み合わせたものから
なる群から選択される、上記態様１に記載の硬化性組成物。
［４］　少なくとも２つの第３官能性有機基を含む少なくとも１つの助剤を更に含み、前
記少なくとも２つの第３官能性有機基が：－Ｉ；－Ｂｒ；－Ｃｌ；－ＣＮ；－Ｉ、－Ｂｒ
、－Ｃｌ、及び－ＣＮのうちの少なくとも１つを含む、一価の有機基；及び一価の、フリ
ーラジカル重合性で、エチレン性不飽和の有機基からなる群から選択される、上記態様１
～３のいずれかに記載の硬化性組成物。
［５］　前記少なくとも１つのフリーラジカル生成化合物は、ペルオキシドを含む、上記
態様１～４のいずれかに記載の硬化性組成物。
［６］　前記官能化したフルオロポリエーテルが、４００ｇ／モル～１５，０００ｇ／モ
ルの数平均分子量を有する、上記態様１～５のいずれかに記載の硬化性組成物。
［７］　前記官能化したフルオロポリエーテルが、一般式
　ＸＣＦ２Ｏ（ＣＦ２Ｏ）ｗ（Ｃ２Ｆ４Ｏ）ｘ（Ｃ３Ｆ６Ｏ）ｙ（Ｃ４Ｆ８Ｏ）ｚＣＦ２

Ｙで表されるランダムコポリマーを含み、
　式中、ｗ、ｘ、ｙ、及びｚは、それぞれ独立に、０～３０の範囲の整数を表し、ただし
、ｗ＋ｘ＋ｙ＋ｚ≧６であり、
　Ｘ及びＹは、それぞれ独立に、フリーラジカル重合性で、エチレン性不飽和の基、－Ｚ
－ＣＷ＝ＣＷ２を表すが、式中、それぞれのＷは、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃｌ、Ｆ、又は
ＣＦ３を表し、ただし少なくとも１つのＷはＨであり、Ｚは、共有結合、又は任意追加的
に、フッ素、塩素、酸素、窒素、硫黄、又はそれらを組み合わせたもののうちの少なくと
も１つにより置換された、１～１０個の炭素原子を有するアルキレン基；任意追加的に、
酸素、窒素、又はそれらを組み合わせたもののうちの少なくとも１つにより置換された、
１～１０個の炭素原子を有するハロゲン化アルキル基；－Ｉ；－Ｂｒ；－Ｃｌ；－ＣＮ；
又は任意選択的に、フッ素、酸素、窒素、又はそれらを組み合わせたもののうちの少なく
とも１つにより置換された、２～１１個の炭素原子を有するシアノアルキル基である、上
記態様１～６のいずれかに記載の硬化性組成物。
［８］　前記官能化したポリシロキサンが、式
　ＡＱ［Ｓｉ（Ｒ１）（Ｒ２）Ｏ］ｐ［Ｓｉ（Ｒ５）（Ｒ６）Ｏ］ｑＳｉ（Ｒ３）（Ｒ４

）ＱＡで表され、
　式中、前記有機基－［Ｓｉ（Ｒ５Ｒ６）Ｏ］ｑ－及び－［Ｓｉ（Ｒ１Ｒ２）Ｏ］ｐはラ
ンダムに配置され；
　それぞれのＱは、それぞれ独立に、共有結合、又は１～１０個の炭素原子を含有する連
結基を表すが、任意追加的に、硫黄、窒素、酸素、又はそれらを組み合わせたものの少な
くとも１つで置換され；
　それぞれのＡは、それぞれ独立に、フリーラジカル重合性で、エチレン性不飽和の基、
－ＣＮ、－Ｉ、－Ｂｒ、又は－Ｃｌを表し；
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５はそれぞれ独立に、アルキル基又はアリール基を表
し；
　それぞれのＲ６は、それぞれ独立に、側鎖、－ＱＡを表し；
　ｐは、２～５０００の範囲の整数を表し；
　ｑは、０又は、１～１０００の範囲の整数である、上記態様１～７のいずれかに記載の
硬化性組成物。
［９］　前記官能化したポリシロキサンが、Ｓｉ－Ｈ結合を有さない、上記態様１～８の
いずれかに記載の硬化性組成物。
［１０］　前記官能化したポリシロキサンが、フッ素を有さない、上記態様１～９のいず
れかに記載の硬化性組成物。
［１１］　前記官能化したポリシロキサンが、少なくとも２つの末端ビニル基を有する、
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上記態様１～１０のいずれかに記載の硬化性組成物。
［１２］　総重量に基づいて、前記硬化性組成物は：
　１０重量％～９０重量％の、前記官能化したフルオロポリエーテルと；
　９０重量％～１０重量％の、前記官能化したポリシロキサンと、を含む、上記態様１～
１１のいずれかに記載の硬化性組成物。
［１３］　フルオロポリエーテル－ポリシロキサンエラストマーを含む組成物を製造する
方法であって、該方法は、
　上記態様１～１２のいずれかに記載の硬化性組成物を提供することと、
　前記硬化性組成物をフリーラジカル硬化させることと、を含む、方法。
［１４］　上記態様１～１２のいずれかに記載の硬化性組成物を、射出成形又は圧縮成形
することによって得られる成形物品。
［１５］　前記成形物品がガスケット、シャフトシール、ベアリング、ホース、又はＯリ
ングのうちの少なくとも１つを含む、上記態様１４に記載の成形物品。
［１６］　ポリマー骨格鎖を有するフルオロポリエーテル－ポリシロキサンエラストマー
であって、前記骨格鎖は：
　４００ｇ／モル～１５，０００ｇ／モルの数平均分子量を有し、－Ｃ４Ｆ８Ｏ－、－Ｃ

３Ｆ６Ｏ－、－Ｃ２Ｆ４Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、及びそれらを組み合わせたものからなる群
から選択される少なくとも１つの二価のモノマー単位を含む、フルオロポリエーテルセグ
メントと；
　５００ｇ／モル～５００，０００ｇ／モルの分子量を有し、前記骨格鎖の前記フルオロ
ポリエーテルセグメントに共有結合されたポリシロキサンセグメントと、を含む、フルオ
ロポリエーテル－ポリシロキサンエラストマー。
［１７］　前記フルオロポリエーテル－ポリシロキサンエラストマーが、１００％未満の
、アセトン中の体積膨張率を有する、上記態様１６に記載のフルオロポリエーテル－ポリ
シロキサンエラストマー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　官能化したフルオロポリエーテルであって、
一般式
　ＸＣＦ２Ｏ（ＣＦ２Ｏ）ｗ（Ｃ２Ｆ４Ｏ）ｘ（Ｃ３Ｆ６Ｏ）ｙ（Ｃ４Ｆ８Ｏ）ｚＣＦ２

Ｙで表されるランダムコポリマーであって、
　式中、ｗ、ｘ、ｙ、及びｚは、それぞれ独立に、０～３０の範囲の整数を表し、ただし
、ｗ＋ｘ＋ｙ＋ｚ≧６であり、
　Ｘ及びＹは、それぞれ独立に、フリーラジカル重合性で、エチレン性不飽和の基、－Ｚ
－ＣＷ＝ＣＷ２を表すが、式中、それぞれのＷは、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃｌ、Ｆ、又は
ＣＦ３を表し、ただし少なくとも１つのＷはＨであり、Ｚは、共有結合、又は任意追加的
に、フッ素、塩素、酸素、窒素、硫黄、又はそれらを組み合わせたもののうちの少なくと
も１つにより置換された、１～１０個の炭素原子を有するアルキレン基；任意追加的に、
酸素、窒素、又はそれらを組み合わせたもののうちの少なくとも１つにより置換された、
１～１０個の炭素原子を有するハロゲン化アルキル基；－Ｉ；－Ｂｒ；－Ｃｌ；－ＣＮ；
又は任意選択的に、フッ素、酸素、窒素、又はそれらを組み合わせたもののうちの少なく
とも１つにより置換された、２～１１個の炭素原子を有するシアノアルキル基であるラン
ダムコポリマー、及び
　有効量のフリーラジカル硬化系、を含む、硬化性組成物。
【請求項２】
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　請求項１に記載の硬化性組成物を、射出成形又は圧縮成形することによって得られる成
形物品。
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